
D.建築物以外の新築・維持修繕・解体等【別表３】

既存部分の解体工事を含む
場合は記入

使用する特定建設資材の量に
関わらず、使用する全ての
資材を選択

工事によって影響を受ける範囲
（幹線道路に至るまでの
搬出経路を含む）
にある全ての施設が対象

具体的な措置を記入

特定建設資材に石綿以外の付着物
があり、再資源化できない場合は
「有」を選択し、種類を記入

石綿が「有」の場合は
・使用部材名
・特定建設資材への付着の有無
について記入

解体工事のみ、いずれかを選択

工程（例）
①足場仮囲い、養生、山留工、
桟橋工、覆工等

②路盤掘削、土砂等の掘削、
盛土、埋戻し、締固め等

③人孔や管渠の基礎、
橋脚・橋台の基礎、基礎杭等

④道路工事（舗装・側溝等）、
橋脚工事（橋脚・橋台・桁・
舗装等）、
河川工事（堤防・護岸等）

⑤防護柵、照明設備、標識等

特定建設資材を使用する部分、
または
特定建設資材を排出する部分を
選択

（解体工事のみ記入）
廃棄物の総重量を記入（コンクリ
・アスファルト・木材以外も含む）

各資材の廃棄物の量を記入

分かる範囲でご記入ください


